








特発性ネフローゼ症候群における carry over の調査と臨床的検討を行った。長期観察し

えた 21 症例中 9例(42.9%)に 16 歳以後の再発を認め,うち 3例(14.3%)は 20 歳以後も再発

の治療を要した。Carry over 群と長期寛解群との臨床像,検査所見,ステロイド反応性等

について比較検討したが,有意な差異は認められなかった。本疾患の予後は良好と思われ

たが,成人期での再発もあり長期にわたる注意深い観察が必要と考えられた。


